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       ３月になりました 
 いよいよ３月になりました。３年生は本日からオンライン授業となり、次に登校するのは、９日です。そし

て１１日には卒業証書授与式を迎えます。１､２年生は２４日に修了式を迎えますので、学校に登校する

のは今日を入れて１６日となります。令和３年度がまもなく終わろうとしています。このメンバーで過ごす

のもあとわずかと考えると少し寂しい気持ちになります。来年度のことを考えると、新たな出会いや出来

事等への期待と不安な気持ちになります。そして、今年度はどうであったかを振り返ると、成果と課題

が明らかになります。生徒にとっても学校にとっても、今年度のまとめと次年度の準備をする時期です。 

 ３月は卒業証書授与式をはじめ、３年生を送る会、１､２年生クラスマッチ、生徒総会、太宰府市夢プ

ロジェクト（ふるさと学習）による多賀城市との交流会（２年生がオンラインで実施）と、最後まで様々

な行事があります。これらの行事をとおして、太宰府西中学校の伝統を引きついでいくことや、クラスの

結束を高めること、自分たちでよりよい学校づくりを目指すこと、我が町太宰府市について再認識する

など、たくさんの成長が期待されます。 

 なかでも卒業証書授与式は特別な行事です。これまで３年間、太宰府西中学校で過ごした３年生が

いよいよ旅立つ日です。この日は学校としても最大限の敬意を払い、立派な式になるようにします。 

私自身は、３年生とはこの１年間しか一緒の時を過ごすことはありませんでしたが、とても印象に残る学

年でした。４月当初は、全校生徒が集まることが何度かありました。しかし、５月８日(土)の体育会練習

を最後に、全校生徒が集まることはなくなりました。コロナ禍によって学校は休校となりました。 

そして、この日以降、集合型の学習や集会は最大で１学年のみとなりました。 

ですから１年生は３年生との思い出が少ない状態です。中体連大会においても 

種目によっては、１年生は応援にも行けませんでした。２年生も３年生と一緒に 

活動する機会は限られていました。本当はもっとたくさん３年生の活躍する姿を 

見て欲しかったと思っています。中学校では、最高学年である３年生の姿を見て 

下級生が「自分達も、この３年生のようになりたい」という思いをつないでいき 

ます。これが「伝統」と言われるものです。３年生になると、不思議なパワーが 

たくさん沸いてきます。そして、その力を行事で発揮し、下級生を引っ張り、学校 

全体を盛り上げてくれます。それが中学校の良さであり、伝統が引き継がれると 

言われるゆえんです。 

 このコロナ禍で、できなかったことや形を変えて行ったことなどがあります。 

しかし、３年生が熱く活動し、太宰府西中学校の新たな歴史の１ページを刻んで 

くれたことは間違いありません。３年生の皆さんには、この３年間の頑張りを思い出し、立派な卒業証書

授与式を作り上げてほしいと思います。１､２年生の皆さんは、少しでも３年生の姿を脳裏に焼き付け、

３年生を超えるパワーで、新たな太宰府西中学校を創造してほしいと思います。 

  



   令和３年度の学校評価の一部を報告いたします 
 太宰府西中学校では、令和３年度の教育活動を振り返り、『学校関係者評価報告書』を作成しまし

た。これは毎年公表するようになっており、太宰府西中学校ホームページにも掲載されます。ここでは概

要を報告いたします。 

 令和３年度、太宰府西中学校では、「確かな学力の定着」「豊かな心の醸成」「信頼される学校づく

り」の３つの柱を中心に教育活動を行いました。 

１つめの「確かな学力の定着」については、総合評価が 3.7 ポイント（最大５ポイント）となっており、

標準「３」と比べ、ある程度達成できたと考えられます。しかし、学校の重要な役目である学力の定着と

向上を考えると、さらに努力・改善をしなければなりません。全国学力・学習状況調査や福岡県学力調

査、学力診断テスト等では福岡県の平均値を超えていますが、まだまだ伸びしろはあります。生徒にと

って「授業内容がよくわかった」「その教科の授業が楽しい！」といえる授業づくりにさらに励みます。 

２つめの「豊かな心の醸成」については、総合評価３．５です。特にいじめや不登校生徒に関する目

標達成度が低くなっています。生徒の自尊感情は以前に比べ高くなってきていますが、他者に対する思

いやりをさらに育んでいきたいと思います。 

 ３つめの「信頼される学校づくり」については、総合評価３．４です。コミュニティ・スクールとしての取

組がほとんどできなかったため、目標達成度が２．３と低い数値になりました。令和４年度はコロナ禍で

あっても地域と連携して実現可能な取組をしていきたいと思います。 

 令和４年度もコロナ禍は続くと思われますが、太宰府西中学校としてできることを探しながら、生徒の

人格形成と学力の向上をめざし、教育活動に励みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


